































































口絵 佐々木誉斗 「繋連」 
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図１ 佐々木誉斗 「Emergence」 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図１８ 佐々木誉斗 「アルバレロ」  
２００９年 ３７．０×１７．０ cm 
赤土、錫釉、コバルト顔料 
作者蔵 
図１９ 佐々木誉斗 「ヴィジュアル・リサーチ」  









































図２０ 佐々木誉斗 「Crosscurrent」 















































































































































レッジ・オブ・アーツ 84 に入学し、１年間のファウンデーション・コース 85 でアートとデザイ
                                                   
83 I was always familiar with Japanese art and crafts as a child. On the other hand, this also drove 
me outside of the Japanese art scene. Although Japan has been a source of my inspiration, it is 
not easy for us to see ourselves, art or culture objectively. 本文は筆者による日本語訳である。
英語原文、および全文は佐々木誉斗の特集記事に掲載されている。詳しくは以下を参照。Asfa-
Wossen, Ledetta. 'Oriental expression' in MADE magazine, Issue 3.11, Louise Kittle, London, 
IOM Communications Ltd: The Institute of Materials, Minerals and Mining, 2011, ４７頁。 
84 ロンドン芸術大学（University of the Arts London）は、１００以上の国から留学生が集まるヨーロ
ッパ最大規模の総合芸術大学である。キャンバーウェル・カレッジ・オブ・アーツ（Camberwell 
College of Arts）はロンドン芸術大学を構成するカレッジの一つで、前身のキャンバーウェル美術
工芸学校（Camberwell School of Arts and Crafts）は１８９８年に創立された。 


























                                                   
86 W・B・ダルトン（William Bowyer Dalton, 1868-1965）は、１８９９年にキャンバーウェル美術工芸
学校の学長に任命された。以後２０年間、同校初期のセラミックス科の確立に尽力し、教育におけ
るリーダーシップを発揮した。Rice, Paul, British Studio Ceramics, Wiltshire, The Crowood Press 
Ltd, 2002, １６頁。 







































































































































図２３ 佐々木誉斗 「Ground」 





























                                                   
91 I define my ceramic practice as drawing in three dimensions; the interaction between my 
thoughts and touching clay is the starting point for my formative expression. My works such as 
Crosscurrent, Ground, Void and Echoes are three-dimensional drawings. They’ve been produced 
through the exploration of medium, techniques and processes in ceramics. Basically, I have been 
inspired from intangible elements such as memory, history and process of time very often. It is 
evident that everything is composed of various suggestive signs: they are crystallised and exist as 
fossils and imprints. The starting point of my works is a visualisation of them.本文は筆者による日
本語訳である。英語原文、および全文は展覧会会場で配布されたリーフレットに記載されている。
詳しくは以下を参照。Fern, Dan & Sasaki, Takato, ‘TWO CONVERSATIONS: Dan Fern and 
Andrzej Klimowski talk to Takato Sasaki and David Rayson about how their work is informed by 
drawing, and the concept of drawing as thinking.’ in DRAW: Turning Thoughts into Lines, 


























                                                   
93 ロンドンにあるシボーン・デイヴィス・ダンス（Siobhan Davies Dance）は、コンテンポラリーダンス
の、より現代的な舞踏法を基盤とした芸術研究機関である。 
図２４ 佐々木誉斗 「ドローイング」  
２００８年 １９．０×１９．５ cm 
紙、インク 
作者蔵 
図２５ 佐々木誉斗 「ドローイング」  





































                                                   
94 ガストン・バシュラール（Gaston Bachelard, 1884-1962）はフランスの哲学者。著作『空間の詩
学』で、詩的イメージの直接的把握を目指す現象学的方法を提唱した。 






















                                                   
97 多孔性の型に液状の粘土（泥漿）を流し込んで成形する技法。 
図２６ 佐々木誉斗 「空間の詩学」  
２０１０年 ２９．２×２０．５ cm 
紙、インク 
作者蔵 
図２７ 佐々木誉斗 「空間の詩学」  









































図２８ 佐々木誉斗 「Echoes」 





































                                                   
98 ２０１０年６月４日から３０日まで、ロンドンのシボーン・デイヴィス・ダンスで開催された展覧会。シ
ボーン・デイヴィス・ダンスとロイヤル・カレッジ・オブ・アートのセラミックス＆ガラス科で企画された。
６月１９日には、ロンドン・フェスティバル・オブ・アーキテクチャ（London Festival of Architecture）の
一環として、Meet the Artists というプログラムも行われた。 









結果として、こうした作品制作と研究は、自身の修士学位論文『The Formation of 






















第二節  再文脈化 
 
本節では、東京藝術大学大学院美術研究科研究生として在籍した一年間と、同大
                                                   
99 イサム・ノグチ（Isamu Noguchi, 1904-1988）は日本人の父と米国人の母を持つ芸術家・彫刻
家。多くの日本人芸術家たちと交流を深め、彫刻に限らず、陶芸・家具デザイン・舞台美術など多
方面に活躍した。 
100 詳しくは、佐々木誉斗の修士学位論文を参照。Sasaki, Takato, The Formation of Material 
Consciousness in Japanese Craft, Dissertation for the degree of Master of Arts, London, Royal 




































                                                   
101 註２４、前掲書、４４７頁。 
102 財団法人 芸術研究振興財団©、東京芸術大学百年史編集委員会編 『東京芸術大学百年
































「形象Ⅰ 絡 制作工程１」 
２０１２年 
図３１ 佐々木誉斗 
































「形象Ⅰ 絡 制作工程３」 
２０１２年 
図３３ 佐々木誉斗 





















第９７号 染付』 至文堂、１９７４年、１９頁。 
図３４ 佐々木誉斗 「ドローイング」 
２０１２年 ３５．０×２５．０ cm 
紙、インク 
作者蔵 
図３５ 佐々木誉斗 「ドローイング」 
























































































































図３７ 佐々木誉斗 「形象Ⅰ 絡」 









































図３８ 佐々木誉斗 「形象Ⅰ 絡（部分）」 
２０１２年 
















図４０ 佐々木誉斗 「表象Ⅰ 礎 制作工程１」 
２０１２年 
図４１ 佐々木誉斗 「表象Ⅰ 礎 制作工程２」 
２０１２年 
図４２ 佐々木誉斗 「表象Ⅰ 礎 制作工程３」 
２０１２年 


































































































































































                                                   
110 註１０６、前掲書、１７頁～１９頁。 
111 剃髪出家する儀式。 
図４７ 佐々木誉斗 「Matrix」 






















                                                   
112 矢部良明 『小学館ギャラリー 新編 名宝日本の美術 第１８巻 染付と色絵磁器』 小学館、
１９９１年、２１頁。 
図４８ 佐々木誉斗 「ドローイング」 
２０１４年 ３３．０×２４．０ cm 
紙、色鉛筆 
作者蔵 
図４９ 佐々木誉斗 「ドローイング」 










































































図５１ 佐々木誉斗 「Matrix 制作工程」 
２０１４年 






































た。宮川愛太郎 『陶磁器 楽焼から本焼きまで』 共立出版株式会社、２００７年、１３１頁。 





































１９世紀 １７０. ０×１３６. ０ cm 
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館所蔵 
図５５ 「染めによる生地掛け」 















































































図５７ 佐々木誉斗 「Matrix （部分）」 
２０１４年 






































                                                   
114 註１、前掲書、１１３頁。 
図６０ 佐々木誉斗 「Matrix 配置の考察３」 
２０１４年 







































































                                                   























                                                   
116 註１１５、前掲書、４７頁。 


























                                                   
117 註３７、前掲書、８３９頁。 
図６２ 佐々木誉斗 「ドローイング」 
















































































                                                   
118 スポンジ研磨材「製造元 スリーエム（３M 社、イギリス） 販売元 POLEX」の、極細目（＃３２０
～＃６００相当）と、細目（＃２４０～＃３２０相当）を主に使用した。 
図６５ 佐々木誉斗 「繋連 試作品 制作工程３」 
２０１４年 





































                                                   
119 釉薬を掛けて本焼きしてある陶磁器の釉薬面に、上絵具を用いて加飾し、低温で焼き付ける
技法。 























図６７ 佐々木誉斗 「繋連」 






































                                                   





































                                                   






























飾としての立体造形」(Three-dimensional construction as decoration) と、「立体造形と
しての装飾」（Decoration as three-dimensional construction）の二重性を表現するため







































図６９ 佐々木誉斗 「ドローイング」 





































図７０ 佐々木誉斗 「ドローイング」 






































図７２ 佐々木誉斗 「ドローイング」 




図７１ 佐々木誉斗 「ドローイング」 








































































                                                   
126 ２０１５年１２月１５日から２４日にかけて、東京藝術大学大学美術館ほか上野キャンパスにて開
催された。筆者の作品「繋連」は、大学美術館地下２階、展示室１に展示された。 
図７４ 佐々木誉斗 「東京藝術大学大学院 美術研究科 博士審査展２０１５」 
２０１５年 
東京藝術大学大学美術館 













































































































図７６ 佐々木誉斗 「繋連 三角錐の原型制作１」 
２０１５年 







































                                                   
127 註１０３を参照。 
128 作品で使用している粘土を水で溶かし、泥状にしたもの。ノタまたはヌタとも呼ばれる。 
図７８ 佐々木誉斗 「繋連 石膏型の制作１」 
２０１５年 








































図８０ 佐々木誉斗 「繋連 押し型成形工程１」 
２０１５年 








































図８２ 佐々木誉斗 「繋連 押し型成形工程３」 
２０１５年 






























                                                   
129 註１１８を参照。 








































図８５ 佐々木誉斗 「繋連 彫り１」 
２０１５年 







































図８７ 佐々木誉斗 「繋連 研磨」 
２０１５年 












































































図９０ 佐々木誉斗 「繋連 染付１」 
２０１５年 





































「本焼下絵具 旧呉須」： 丸二陶料株式会社 130 
                                                   
130 丸二陶料株式会社（滋賀県甲賀市信楽町勅旨２１８８－１３） 











ておく。なお、使用した釉薬は三号石灰釉 132 と呼ばれる透明釉である。 




































































「油性 鉄部・建物・トタン用１９ つやなしブラック 合成樹脂塗料」： ニッペホーム
プロダクツ株式会社 136 
「ペイントうすめ液」： ニッペホームプロダクツ株式会社 
「水性建物用 ツヤ消し黒 合成樹脂塗料（水系）」： 株式会社アサヒペン 137 







図９５ 「東京藝術大学陶芸講座プロパン窯 焼成記録表２（筆者作図）」 
２０１５年７月２日火入 
図９４ 「東京藝術大学陶芸講座プロパン窯 焼成記録表１（筆者作図）」 
２０１５年５月２１日火入 
図９６ 「東京藝術大学陶芸講座プロパン窯 焼成記録表３（筆者作図）」 
２０１５年７月２３日火入 








































図９８ 佐々木誉斗 「繋連 展示装置（台）の制作 塗装：下地塗り」 
２０１５年 







































































図１０１ 佐々木誉斗 「繋連 展示装置の制作 金具２」 
２０１５年 











「アルミミラー」： 製造・販売元 株式会社 コーワ 鏡販売センター138 
「3M Scotchcal™ Film 〈スコッチカル〉フィルムテープ」： 製造元 スリーエム（３M） 
発売元 株式会社ホースケアプロダクツ 139 




















                                                   
138 株式会社 コーワ 鏡販売センター（大阪府吹田市岸部北３丁目１番２０号） 
139 株式会社ホースケアプロダクツ（東京都大田区東蒲田１丁目２１番１０号） 
140 ニチバン株式会社（東京都文京区関口２丁目３番３号） 








































図１０４ 佐々木誉斗 「繋連 展示装置の制作 鏡２」 
２０１５年 
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